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• 標準フォーマット関連
– バス情報の効率的な収集・共有に向けた検討会 座長(H28年度)
– 標準的なバス情報フォーマット利活用検討会 座長(H29年度)
– バス情報の静的・動的データ利活用検討会 座長（H30年度）
– GTFS-JPに関する検討会 委員（R2年度）

• オープンデータ関連
– 公共交通分野におけるオープンデータ推進に関する検討会 委員（H29年度-R3年度）

• MaaS関連
–  都市と地方における新たなモビリティサービスのあり方懇談会 委員（H30年度）
– 新モビリティサービス推進事業有識者委員会 委員（R1年度）

• 交通政策審議会
– 交通政策基本計画小委員会 委員（R1年度-）

• シェアサイクル
– シェアサイクルの在り方検討委員（R1年度-）

• 鉄道
– 鉄道の混雑緩和に資する情報提供のあり方に関する勉強会 委員（R2年度）

• 点呼
– 運行管理高度化検討会・ワーキンググループ（R2年度-）

• 申請オンライン化
– バス事業者の許可申請等におけるGTFS-JPの実務者協議会（R5年度-）

伊藤×国土交通省



• 経済産業省 オープンデータ関連
– 官民データの相互運用性実現に向けた検討会 座長(H29年度)
– 情報共有基盤 利用促進ワーキンググループ 委員（H30年度）

• 総務省 オープンデータ関連
– 地域情報化アドバイザー（R2年度〜R3年度）

伊藤×経済産業省・総務省



• 沖縄観光2次交通の利便性向上に向けた検討委員会 座長（H30年度〜）
• 群馬県バスロケーションシステム実証実験 アドバイザー（R1年度）
• さいたま市 スマート駅広研究会 副会長（R2年度〜R3年度）
• 佐賀市 街なか未来技術活用モデルプラン策定業務有識者会議 委員(R2年度)
• 東京都 東京都における地域公共交通の在り方検討会 委員(R2年度〜R3年度)
• 熊本市 熊本版MaaS勉強会 有識者委員（R3年度〜）
• 杉並区地域公共交通活性化協議会 会長（R3年度〜）

• その他自治体主催のイベントでの講演多数
– 静岡県掛川市、石川県能美市、群馬県、島根県安来市、沖縄県、富山県、岐阜県、北海道など

伊藤×地方自治体



• 公共交通オープンデータの概要・効果・可能性など
• 実際にデータに触れてみる
• 質問と議論
• 会場からの質問

本日の構成
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GTFS形式の公共交通オープンデータ整備が進行中

路線 時刻 運賃

GTFS： 国際的な標準フォーマット（標準的なバス情報フォーマット･GTFS-JPと互換）

リアルタイム

乗換案内・MaaS サイネージ・印刷物等 交通分析・計画

バス業界において「標準化」「オープン化」が同時に進行
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順調にオープンデータが増加



GTFS形式

• 世界で広く使われる形式（GTFS-JP, 標準的なバス情報フォーマットもほぼ
同等）

• 乗換案内に必要な情報（バス停・駅＋路線＋時刻表＋運賃）をまとめて格納
したファイル形式

バス停/駅+路線 時刻 運賃



GTFS: Googleによるデファクト
スタンダードが出発点
• 2005年オレゴン州ポートラン

ドの公共交通事業者とGoogle
によりGTFSという標準規格が
作られた
– 2010年前後から米国で普及
– オープンデータとして公開

• 現在はGoogleの手を離れ、世
界中でデータが作られている

http://qiita.com/niyalist/items/5eef5f9fef7fa1dc6644

http://qiita.com/niyalist/items/5eef5f9fef7fa1dc6644


• Webページからデータを誰でもダウンロード出来るように

オープンデータとして自社などのWebページで公開



• 国土交通データプラット
フォームにGTFSデータを投
入するために開発
– 国土交通省技術調査課
– 受託・社会基盤情報流通推進協議会

（AIGID）
– 協力・ 日本バス情報協会

• 自治体、バス事業者がデータ
を公開、管理するためのプ
ラットフォームとして

GTFS データリポジトリの開発（2021〜）
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• GTFSデータリポジトリにデータを登録、自社Webからリンク

GTFSデータリポジトリを利用してデータ公開



• 便ごとのバス停通過時刻、緯度経
度情報などをリアルタイム公開
– Protocol Buffer形式

• 混雑情報も提供可能
– 2020年より宇野バス、横浜市交通局が対応

GTFSリアルタイム（バスロケ）提供も増加中（67事業者）



• 公共交通オープンデータ協議会（坂村健会長）
による取り組み
– 公共交通オープンデータセンター

• 都バスは、Google Mapsでバスロケを考慮し
た検索が可能に

2020年： 都バス・横浜市営バスの
GTFS-JP・GTFSリアルタイムデータ公開

2019年3月



日本でデータ整備が進んだ経緯



乗換案内サービスで検索出来ますか？

NAVITIME

駅すぱあと 駅探 乗換案内 ジョルダン 乗換案内

Yahoo!乗換案内 Google Maps

Apple Maps



地域の公共交通は乗換案内に出てこない



地域の公共交通は乗換案内に出てこない

データ整備にはコストが掛かるため
利用者数が少ない地域のバスにまで

手が回らない

交通事業者が自ら
標準形式のオープンデータを用意して

乗換案内に提供する



日本の公共交通データ流通の現状

JR 私鉄

交通新聞社 JTBパブリッシング

乗換案内サービス事業者

私鉄 バス バス バス

バスデータに関しては、集約して販売する
事業者がなく、乗換案内事業者それぞれが
独自で一社一社のデータを集めている

私鉄



海外の事例: 交通事業者がオープンデータを提供

• 路線図、時刻表、リアルタイム車両位置情報などのデータの利用を開放
• 自由に使ってもらうことで、アプリの作成や工夫を凝らした印刷物などの情

報提供を促進
• アメリカ、ヨーロッパでは当たり前になりつつある



• 大企業、ベンチャー−企業、個人がアプリ開発

オープンデータから様々なアプリが開発される



• 県庁、市役所、地元IT企業等とGTFS、GTFSリア
ルタイムによるオープンデータ化を実現
– Google Mapsへ提供可能に

• アイデアソン、ハッカソンで地域でのデータ活用
を目指す

2014年〜 静岡県でコミュニティバスのオー
プンデータ化の取り組み



• 交通の専門家は学会に結集している
• ならばそこに参加してオープンデータ

を訴える

学会発表を繰り返す
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